
新規育種技術を活用した需要拡大のためのリンドウ品種の開発 

〔研究タイプ〕
育種対応型 Aタイプ

〔研究期間〕
平成２7年～令和元年（5年間）

27030C
分 野 適応地域

農業－花き

リンドウの新規需要拡大を目指して、新奇性の高いリンドウ品種の開発を行う。仏花以外への用途

拡大を目指し、ホームユースや輸出用に八重咲きや赤色系の新たな花型、色彩を有する独創的な

品種を開発し、利用する。具体的には、育種を効率化する技術を開発・利用して、八重咲き及び

赤花系品種の育成を行い、栽培マニュアルを作成することを達成目標とする。

① 作出した八重咲き系統、赤花系統について、品種登録出願を進めるとともに、種苗供給用に増殖し、
品種の普及を図る。

② 開発した新規育種技術の有効性が明らかになったことから、さらに本技術を活用して様々な新奇形質を
有するリンドウ品種の開発を行い、新規需要を創出する。

①  新奇性の高い八重咲きリンドウ品種候補８系統を育成し、栽培マニュアルを作成した。

② 新奇性の高い赤花系リンドウ品種候補３系統を育成し、栽培マニュアルを作成した。

③ DNAマーカー、成分分析、分光測色計評価による八重咲き、赤花系リンドウ個体の選抜法を開発し、
上記の品種育成に利用した。

④ 未受精胚珠培養、胚珠培養、染色体の倍加方法の効率化を行い、上記品種育成に利用した。

〔研究グループ〕
公益財団法人岩手生物工学研究センター、
岩手大学、八幡平市花き研究開発センター
岩手県農業研究センター
〔研究総括者〕
公益財団法人岩手生物工学研究センター 西原 昌宏

① これまでにない新奇性の高いリンドウ品種の開発により、仏花以外の新規商材としてのリンドウの利用
が想定される。また、輸出用品目としての利用拡大により、花き産業の振興が期待できる。 

② 新奇リンドウの普及によって、生産が拡大することにより、中山間地における新たな就農者の参入、
地域経済への貢献が期待できる。また、多様な消費者ニーズに合わせた花きの育成が進むことにより、
選択の幅が広がり、国民の豊かで彩りある生活に貢献できる。
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１ 研究の目的・終了時達成目標

２ 研究の主要な成果

３ 開発した技術･成果の実用化・普及の実績及び今後の展開

４ 開発した技術・成果が普及することによる波及効果及び国民生活への貢献
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【今後の開発・普及目標】
① 2年後（2021年度）までには、品種登録した系統の生産者への種苗供給を開始する。
② 5年後（2024年度）は、本格的な流通に合わせて、新規需要の拡大を図る。また、上記の系統に加え、
さらに新奇形質を有する品種開発を目指す。
③ 最終的には、品種のバリエーションを整備し、これまでの仏花需要とは異なる用途の定番商材としての
販売の安定化と生産の拡大を目指す。さらに、新品種により、輸出品目としての優位性を確保する。

４ 開発した技術・成果が普及することによる波及効果及び国民生活への貢献
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研究終了時の達成目標

研究の主要な成果

 実用化・普及することによる波及効果及び国民生活への貢献

新規育種技術を利用して、新奇性の高い赤花系、八重咲きのリンドウ品種を開発する。

赤花系2品種以上、八重咲き2品種以上の開発を目標とする。

今後の展開方向

品種登録申請を早急に進め、栽培マニュアルを用い、現地への普及を図る。
リンドウの仏花以外への利用についてプロモーション活動を行い、新規商材としての利用
を促進する。多様な消費者ニーズに合わせた品種開発を継続し、リンドウの需要を拡大する。

・リンドウの仏花以外の新規商材としての利用拡大、中山間地の有効活用による地域農業の
活性化、新品種を利用した輸出促進による花き産業への貢献が期待される。

・消費者ニーズに合わせた花きの開発により、国民の豊かで彩りある生活に貢献できる。 

1. 培養技術の開発、育種への利用

半数体由来の純系の早期作出・汎用性向上

育種素材開発の効率化

未受精胚珠培養、
胚珠培養の効率化
と汎用化

笑気ガス等に
よる染色体の
倍加栽培種とG.septemfidaとの種間雑種

2. 八重咲き、赤花系リンドウの効率的選抜技術の確立

・色素情報、分光測色計
により赤花選抜指標を特定

八重咲き・赤花系リンドウの効率的育種

・花色に関与する新規コピグメント物質、
関連酵素遺伝子の単離、解析

5. 栽培マニュアルの作成

赤花系及び八重咲きリンドウ品種候補の
栽培マニュアルを作成。
今後、品種の普及に活用。

DNAマーカーにより八重咲きや早生系統を選抜

4. 育成された赤花系リンドウ品種候補

3. 育成された八重咲きリンドウ品種候補 

候補数(８品種）

候補数(３品種）


